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Abstract.   Through a survey of malacofauna in the Imperial Palace, Tokyo in 2021–2024, a total of 48 mollusc 
species (36 terrestrial and 12 freshwater) were identified based on morphological and molecular investigations. 
Voucher specimens were deposited to the National Museum of Nature and Science, Tokyo (NSMT-Mo) for all 
species; the mitochondrial cytochrome c oxidase subunit I (COI) gene sequences were determined 223 voucher 
specimens of 46 species (DDBJ/ENA/GenBank accession numbers LC901173–LC901395). Six gastropod and one 
bivalve species were newly recorded from the Imperial Palace: Heterogen japonica (Martens, 1861) (Viviparidae), 
Paropeas achatinaceum (Pfeiffer, 1846) (Achatinidae), Parasitala pallida (Pilsbry, 1902) (Euconulidae), 
Zonitoides cf. nitidus (Müller, 1774) (Gastrodontidae), Succinea lyrata Gould, 1859 (Succineidae), “Gyraulus” 
soritai Habe, 1976 (Planorbidae), and Odhneripisidium parvum (Mori, 1938) (Sphaeriidae). Of these, Z. cf. nitidus 
and S. lyrata were probably introduced to the Imperial Palace after the last faunal survey in 2010–2012. Together 
with previous reports (Ueshima et al., 2000, 2014), our results raise the total number of terrestrial snail and 
freshwater mollusc species recorded in the Imperial Palace to 46 and 16, respectively.

Keywords:   COI, DNA barcoding, Freshwater molluscs, Fauna, Invasion, Terrestrial snails.

皇居の貝類相は，1995年から2000年（第Ⅰ期；

上島ほか，2000）と2010年から2012年（第Ⅱ期；

上島ほか，2014）にかけて調査が行われ，過去

の標本と合わせ陸生42種と淡水生13種が報告さ

れている．第Ⅱ期調査は陸生種に焦点をあてて

実施され，2000年以降新たに移入したと考えら

れる2種（Helicodiscus singleyanus (Pilsbry, 1890) 
イシノシタとSinployea sp. ナンヨウエンザガイ科
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の一種）を含む32種が採集された．その一方で，

第Ⅰ期調査で報告された，移入種と思われる2種
（“Punctum” sp. ナタネガイ類の一種とVertigo sp. 
キバサナギガイ属の一種）は確認されなかった

（上島ほか，2014）．皇居内には在来種と思われる

貝類も多数生息するが，外部からの植物等の人為

的移動に伴って貝類も新規に移入し，その後絶滅

あるいは定着しているものと考えられる．

前回の調査から約10年が経過し，2021年から

皇居の生物相調査（第Ⅲ期）が実施された．筆

者らは寄生虫相の解明に注力したが（倉持ほか，

2026），貝類は吸虫の中間宿主となるほか，ダニ

類の寄生も受けることから，調査対象の主要な分

類群であった．筆者らによる4年間にわたる調査

とDNAバーコーディングにより，皇居の貝類相

についても多くの新知見が得られたためここに報

告する．

材料と方法

2021年8月から2024年10月にかけ，14回・計38
日間の調査を実施した．調査地は吹上御苑内，生

物学研究所周辺，大道庭園，下道灌濠，中道灌

濠，東御苑の二の丸庭園，天神濠など広域にわた

る（表1）．目視による見つけ採りのほか，林床に

図1． 発見された貝類．A. Nakadaella micron ミジンヤマタニシ（吹上大池南側，2022年4月19日）．B. 
Allopeas kyotoensis オカチョウジ（大宮御所～滝見門間，2021年8月10日）．C. Tauphaedusa tau ナミ

コギセルとZaptyx buschi ヒカリギセル（吹上大宮御所正門東側，2024年7月9日）．D. Aegista sp. ト
ウキョウコオオベソマイマイ類似種（吹上大宮御所正門東側，2021年8月10日）．E. Trochochlamys 
crenulata カサキビ（吹上大宮御所正門東側，2021年8月10日）．F. Parasitala reinhardti マルシタラ

（大滝，2024年5月21日）．G. Succinea lyrata ヒメオカモノアラガイ（大道庭園，2022年6月21日）．

H. Discus pauper パツラマイマイ（白鳥堀南東側，2022年6月22日）．I. Ferrissia californica メリケ

ンコザラ（花蔭亭，2021年10月13日）．
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地点名 緯度経度 ハビタット

大滝 35° 41’13.5”N, 139° 45’00.5”E 淡水池（砂礫底），水生植物

大滝北斜面 35° 41’14”N, 139° 45’01”E 広葉樹リター

大滝西側 35° 41’13.0”N, 139° 44’59.5”E 広葉樹リター

大滝南斜面 35° 41’12.5”N, 139° 45’01”E 広葉樹リター

大道庭園 35° 41’03.5–00”N, 139° 45’02–04”E 広葉樹リター，鉢植え，水瓶

大宮御所～滝見門間 - 広葉樹リター，朽木置き場

花蔭亭 35° 41’08.5”N, 139° 44’57.5”E 淡水池（泥底），水生植物

果樹園付近 35° 41’15.5”N, 139° 44’54.5”E 広葉樹リター，朽木置き場

観瀑亭流れ 35° 41’14.5–16.5”N, 139° 45’03–05”E 淡水小河川，止水（泥底・砂泥底）

観瀑亭付近 35° 41’13–14.5”N, 139° 45’04–04.5”E 広葉樹リター，朽木置き場

北の丸公園 35° 41’28”N, 139° 44’55”E 広葉樹リター，倒木

北の丸公園（池） 35° 41’27.5”N, 139° 44’59”E 淡水池（泥と植物性堆積物）

北の丸公園（川） 35° 41’30”N, 139° 44’58”E 淡水河川（底質不明）

下道灌濠 35° 41’04–10”N, 139° 45’04.5–11.5”E 淡水池（泥と植物性堆積物），水生植物

下道灌濠横の石垣 35° 41’05–09.5”N, 139° 45’05–09.5”E 地衣類，植生を伴う石垣

生物学研究所北側 35° 40’57”N, 139° 44’55”E 広葉樹，砂利

生物学研究所水田 35° 40’55.0”N, 139° 44’55.5”E 人工水路・貯水池

天神濠 35° 41’18.5–18”N, 139° 45’31–32.5”E 淡水池（泥と植物性堆積物）

天神濠北側 35° 41’19.5”N, 139° 45’28”E 広葉樹リター，転石

天神濠東側 35° 41’18”N, 139° 45’33”E 広葉樹リター，コンクリート壁，転石

二の丸庭園（池） 35° 41’14–15.5”N, 139° 45’30.5–33”E 淡水池，小河川（砂泥底）

二の丸庭園（林） 35° 41’17–13”N, 139° 45’25.5–29.5”E 雑木林，舗装道

白鳥堀 35° 41’17”N, 139° 45’05”E 淡水池（泥と植物性堆積物）

白鳥堀北東側 35° 41’18.5”N, 139° 45’04.5”E 広葉樹リター，朽木置き場

白鳥堀東側 35° 41’17”N, 139° 45’06”E 広葉樹リター，朽木置き場

白鳥堀南東側 35° 41’16”N, 139° 45’05.5”E 広葉樹リター，朽木置き場

白鳥堀南側 35° 41’16”N, 139° 45’04.5”E 広葉樹リター

白鳥堀西側 35° 41’18–16”N, 139° 45’02–00”E 広葉樹リター，朽木置き場

吹上大池 35° 41’02”N, 139° 44’58”E 淡水池（泥底と植物性堆積物），水生植物

吹上大池南側 35° 41’00”N, 139° 44’59”E 広葉樹リター

吹上大宮御所正門東側 35° 41’10”N, 139° 45’02”E 広葉樹リター，朽木置き場

吹上御苑外壁・内壁 35° 41’08”–40’59.5”N, 139°45’01–01.5”E コンクリート塀

防空壕付近 35° 41’15.5”N, 139° 44’58”E 広葉樹リター

山吹流れ 35° 41’13”N, 139° 45’10”E 淡水小河川（砂泥底）

表1．調査地点と主なハビタット．緯度経度は0.5秒単位で示す．

皇居で採集された陸生および淡水生貝類 267



堆積したリターや，小河川や堀の底質を1~2 mm
メッシュで篩った後ソーティングすることで貝類

を採集した（図1）．ソーティングから標本作成ま

での作業は，すべて生物学研究所で行った．

得られた生貝はサイズ計測を行い，殻を割り軟

体を取り出し，生理食塩水中で解剖することに

より寄生虫の有無を調べた．解剖前の計測にお

いて，殻長の測定が困難であった平巻きの腹足

類では殻幅を測定して記録した．一部の計測値

は整数（mm）で記されており，特にナメクジ類

は大まかな体長のみ示す．採集された貝類各種に

ついて，証拠標本も作製した．なるべく異なる

採集地点の個体を選定し，熱湯で処理した後に

肉抜き，あるいは殻軸を外し，99%エタノールで

固定・保存した．大型の殻標本は乾燥標本とし

た．なお，肉抜き後に寄生虫調査を実施した個体

もある．種同定や学名は狩野・後藤（1996），上

島ほか（2000, 2014），Motochin et al.（2017），川

瀬・市原（2018），上地ほか（2023）などに基づ

く．必要な種については，詳細を目録中の「備

考」に記す．また，ChronidaeとEuconulidae シタ

ラ科のように（Pholyotha et al., 2023），科レベル

の分類体系も定まっていない場合があるが，本報

ではBouchet et al.（2017）とMolluscaBase（https://
www.molluscabase.org/index.php；2025年10月23日
閲覧）に従った．得られた寄生・共生生物種につ

いては，倉持ほか（2026）で述べる．

エタノール液浸標本の足組織の一部から，

DNeasy Blood & Tissue Kit（QIAGEN） を 用 い

DNAを抽出した．無脊椎動物のユニバーサル

プライマーセットであるLCO1490（Forward：
GGTCAACAAATCATAAAGATATTGG） と

HCO2198（Reverse：TAAACTTCAGGGTGAC-
CAAAAAATCA）（Folmer et al., 1994）を用いミト

コンドリアDNAのcytochrome c oxidase subunit I
（COI）領域をPCR法により増幅した．増幅が見

られなかった場合，プライマーをLCOmod（For-
ward：TCTACTAATCATAAGGAYATYGGNAC）あ

る い はHCOmod（Reverse：ACTTCTGGGTGTC-
CRAARAAYCARAA）（Kano, 2008）に変更し再度

実施した．PCRは26 µLの系で行った：蒸留水10 
µL，2× Gflex PCR Buffer 12.5 µL，Tks Gflex DNA 
Polymerase（TaKaRa Bio）0.5 µL，Forwardと
Reverseプライマー（20 µM）各0.5 µL，抽出DNA 
2.0 µL．また，温度条件は次の通りである：94℃ 
60秒，35×（98℃ 10秒，42℃ 20秒，68℃ 60秒）．

PCR産物はExoSAP-IT（Thermo Fisher Scientific）
により精製，その後PCRプライマーを用いたシー

ケンス反応とシーケンサーによる解析を外部業

者（Eurofins Genomics）に委託した．塩基配列は

MEGA11（Tamura et al., 2021）を用いて整理した．

結果と考察

殻形態とDNAの塩基配列に基づき，採集した

貝類は陸生36種，淡水生12種に同定された．上島

ほか（2000, 2014）の記録と合わせ，皇居で確認

された貝類は陸生46種，淡水生16種となる．証拠

標本は国立科学博物館（NSMT-Mo）に収蔵，抽

出DNAは目黒寄生虫館（TT#）に保管されてい

る．本研究では，46種223個体よりCOI配列を決

定した．得られた配列長はプライマーセットによ

り多少異なり，全長は新生腹足類と二枚貝類で

655~658 bp，多くの異鰓類で652~655 bpであった

が，Choanomphalus soritai (Habe, 1976) ミズコハ

クのみ670 bpと長かった．

本調査で得られた貝類のうち，Heterogen 
japonica (Martens, 1861) オ オ タ ニ シ，Paropeas 
achatinaceum (Pfeiffer, 1846) トクサオカチョウ

ジ，Parasitala pallida (Pilsbry, 1902) ウスイロシタ

ラ，Zonitoides cf. nitidus (Müller, 1774) オオコハ

クガイ？，Succinea lyrata Gould, 1859 ヒメオカ

モノアラガイ，“Gyraulus” soritai Habe, 1976 ミズ

コ ハ ク，Odhneripisidium parvum (Mori, 1938) チ
ビマメシジミの7種は，皇居から初めて記録され

た．トクサオカチョウジとヒメオカモノアラガイ

は，主に大道庭園で得られ，鉢植え植物の移動

が多い場所であることから，第Ⅱ期調査以降に

移入した可能性がある．一方，ウスイロシタラ

やミズコハクなどは在来の可能性もあり，継続

的な調査が更なる種の発見に繋がると期待され

る．Semisulcospira libertina (Gould, 1859) カワニナ

とFerrissia californica (Rowell, 1863) メリケンコザ

ラもこれまで記録がないが，これらは近年の分

子生物学的研究の進展を反映させ本報で種名を

変更したもので，上島ほか（2000）に掲載され

たSemisulcospira reiniana (Brot, 1877) チリメンカ

ワニナとLaevapex nipponica (Kuroda, 1947) カワコ

ザラがそれぞれ該当する．また，本調査による塩

基配列の決定で明らかとなった多様性もある．近

年，日本産の“ウスカワマイマイ”と呼ばれる貝

にはAcusta redfieldi (Pfeiffer, 1852)とA. sieboldiana 
(Pfeiffer, 1850)が含まれることが明らかとなった
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（Hwang et al., 2021）．皇居の“ウスカワマイマイ”

はA. sieboldianaと同定されてきたが（上島ほか，

2000，2014），両種とも生息することが判明した．

加えて，殻形態から“ヒメベッコウ”と同定した

貝類の中に，COI配列が他と大きく異なる個体が

見いだされた．皇居産の“ヒメベッコウ”には複

数種含まれる可能性が高く，今後この形態種に

絞った研究が求められる．

本調査では，第Ⅱ期調査で記録されなかった種

も再発見された．Nakadaella micron (Pilsbry, 1900) 
ミジンヤマタニシ，Allopeas pyrgula (Schmacker 
& Boettger, 1891) ホソオカチョウジ，Coneuplecta 
japonica (Habe, 1964) ウ メ ム ラ シ タ ラ，Discus 
pauper (Gould, 1859) パツラマイマイがこれにあた

る（上島ほか，2014）．これらの種は，本調査で

いずれも極めて狭い範囲で局所的に出現したた

め，種が皇居内でパッチ状あるいは特定の場所の

みに生息していることが考えられる．本研究で調

査地を密に設定したことが，こういった種の発見

に繋がったのかもしれない．一方，第Ⅱ期調査で

採集されているにもかかわらず，本調査では見

つからなかったものもあった．これに該当する

移入種として，Sinployea sp. ナンヨウエンザガイ

科の一種やHelicodiscus singleyanus (Pilsbry, 1890) 
イシノシタが認められ（上島ほか，2014），これ

らは定着できずに絶滅した可能性がある．加え

て，リター中に生息し在来と考えても矛盾のな

いChamalycaeus nipponensis (Reinhardt, 1877) ムシ

オイ，Palaina pusilla (Martens, 1877) ヒダリマキ

ゴマガイ，Carychium nipponense Pilsbry & Hirase, 
1904 ニホンケシガイ，Trochochlamys subcrenulata 
(Pilsbry, 1901) ヒメカサキビも本調査では採集さ

れなかった（上島ほか，2000，2014）．これら4種
は，ミジンヤマタニシやウメムラシタラなどのよ

うに局所的な分布を示すのかもしれないが，極端

に個体数を減らしている可能性もあり，今後の調

査で注目するべきであろう．

淡水生貝類は，第Ⅰ期以来の調査となった（上

島ほか，2000）．上述の通り，本調査において皇

居初報告種（オオタニシ，ミズコハク）の発見

があった一方，これまでに記録のあるヒラマキ

ガ イ 科 の2種，Gyranulus tokyoensis (Mori, 1938) 
トウキョウヒラマキガイと Indoplanorbis wxustus 
(Deshayes, 1832) インドヒラマキガイ，そしてド

ブ シ ジ ミ 科 のSphaerium (Musculium) japonicum 
(Westerlund, 1883) ドブシジミは本調査で得られな

かった．トウキョウヒラマキガイとドブシジミ

は，いずれも上島ほか（2000）では上道灌濠のみ

で採集された．本調査では上道灌濠を調査してお

らず，発見に至らなかった可能性が高い．インド

ヒラマキガイの産地は中道灌濠となっており（上

島ほか，2000），こちらも今回密な調査が行えな

かった場所である．

採集・調査種目録

Class Gastropoda 腹足綱
Subclass Caenogastropoda 新生腹足亜綱

Family Cyclophoridae ヤマタニシ科

Japonia sadoensis Pilsbry & Hirase, 1903 
サドヤマトガイ

（図2A）

証拠標本：大滝北斜面：1個体（死殻）NSMT-Mo 
79693，殻長4.4 mm（2023年11月7日）；大滝南
斜面：1個体NSMT-Mo 79694，6.0 mm（2023年
11月7日）；吹上大宮御所正門東側：2個体（1個
体 死 殻 ）NSMT-Mo 79695，3.7~3.9 mm（2021
年8月11日）；観瀑亭付近：1個体（軟体のみ）

NSMT-Mo 79696（2022年4月21日）

COI配列：LC901173（NSMT-Mo 79694，TT#657）；
LC901174（NSMT-Mo 79695，TT#272）；
LC901175（NSMT-Mo 79696，TT#482）

寄生虫調査：大滝南斜面：1個体NSMT-Mo 79694，
殻長6.0 mm（2023年11月7日）；観瀑亭付近：1
個体NSMT-Mo 79696，5.0 mm（2022年4月21日）

備考：吹上御苑内の広い範囲で採集されたが，地

点あたり最大2個体であり，生息密度は高くな

かった．

Nakadaella micron (Pilsbry, 1900) ミジンヤマタニシ
（図1A, 2B）

証拠標本：吹上大池南側：7個体（4個体軟体のみ）

NSMT-Mo 79697， 殻 幅1.3±0.3 (1.0~1.5) mm
（2022年4月19日 ）；1個 体（ 死 殻 ）NSMT-Mo 

79698，1.4 mm（2023年11月8日）

COI配列：LC901176~LC901178（NSMT-Mo 79697，
TT#500~#502）
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寄生虫調査：吹上大池南側：NSMT-Mo 79697を
含む8個体，殻幅1.4±0.2 (1.0~1.7) mm（2022年
4月19日）

備考：第Ⅰ期調査では報告されているが，第Ⅱ期

調査では確認されていない（上島ほか，2000, 
2014）．本調査では，吹上大池南岸斜面に堆積

したリターからのみ得られた．パッチ状に分布

していると考えられる．

Family Viviparidae タニシ科

Cipangopaludina cf. laeta (Martens, 1860) マルタニシ
（図2C, D）

証拠標本：観瀑亭流れ：1個体NSMT-Mo 79699，

殻長50.9 mm（2022年3月18日）；3個体NSMT-Mo 
79700，52.5±8.0 (45.2~63.7) mm（2022年4月19
日）；2個体NSMT-Mo 79701，32.9~36.1 mm（2023
年6月13日）

COI配列：LC901179~LC901181（NSMT-Mo 79700，
TT#497~#499）；LC901182（NSMT-Mo 79701，
TT#617）；NSMT-Mo 79699もDNAは抽出したが

（TT#476）増幅せず．

寄生虫調査：観瀑亭流れ：NSMT-Mo 79700の一部

を含む3個体，殻長49.8±4.3 (45.2~55.6) mm（2022
年4月19日 ）；4個 体，40.2±5.7 (36.5~48.6) mm

（2022年10月8日）

備考：観瀑亭流れで採集されたタニシ類は，全

て本種と同定された．若い個体では一部

体層周縁に弱いキールを有する（図2D）．

図2． 新生腹足類．A. Japonia sadoensis サドヤマトガイ，NSMT-Mo 79694．B. Nakadaella micron ミジン

ヤマタニシ，NSMT-Mo 79697．C, D. Cipangopaludina cf. laeta マルタニシ，NSMT-Mo 79700．E．
Heterogen japonica オオタニシ，NSMT-Mo 79704．F, G. Sinotaia quadrata ヒメタニシ，NSMT-Mo 
79707, 79711．H, I. Semisulcospira libertina カワニナ，NSMT-Mo 79714．スケールバー：1 mm（B），
2 mm（A），10 mm（C–I）．
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Cipangopaludina chinensis (Gray, 1833) シナタニ

シの亜種と扱われることも多かったが（例えば

川瀬・市原，2018），詳細な遺伝子解析の結果，

それとは区別される独立種とするのが妥当と判

断された（Hirano et al., 2019a）．

Heterogen japonica (Martens, 1861) オオタニシ
（図2E）

証拠標本：二の丸庭園（池）：1個体NSMT-Mo 
79702，殻長58.2 mm（2023年4月19日）；3個
体（2個体幼貝，1個体成貝死殻）NSMT-Mo 
79703，30.7±23.7 (12.5~64.2) mm（2023年6月
13日）；1個体NSMT-Mo 79704，64.3 mm（2023
年7月26日）；天神濠：1個体（死殻）NSMT-Mo 
79705，32.1 mm（2023年5月22日）

COI配列：LC901183（NSMT-Mo 79702，TT#545）；
LC901184~LC901185（NSMT-Mo 79703，
TT#615~#616）；LC901186（NSMT-Mo 79704，
TT#618）

寄生虫調査：二の丸庭園（池）：1個体NSMT-Mo 
79704，殻長64.3 mm（2023年7月26日）

備考：二の丸庭園の池および小河川で採集され

た個体は，全て本種と同定された．上島ほか

（2000）では記録がなく，皇居から初記録とな

る．属の分類はHirano et al.（2019b）に従った．

Sinotaia quadrata (Benson, 1842) ヒメタニシ
（図2F, G）

証拠標本：下道灌濠：3個体NSMT-Mo 79706，殻

長22.1±6.1 (15.8~30.3) mm（2021年10月13日）；

1個体（死殻）NSMT-Mo 79707，23.1 mm（2022
年3月18日）；5個体NSMT-Mo 79708，18.6±5.8  
(12.0~27.6) mm（2022年7月4日，株式会社ニュー 
ジェックによる調査で採集）；1個体NSMT-Mo 
79709，30.1 mm（2024年4月25日）； 天 神 濠：

1個体 NSMT-Mo 79710，27.1 mm（2023年4
月19日）；1個体 NSMT-Mo 79711，20.8 mm
（2023年7月26日 ）；1個 体（ 死 殻 ）NSMT-Mo 
79712，22.0 mm（2023年10月4日）；7個体（死

殻）NSMT-Mo 79713，18.8±2.8 (12.6~22.3) mm
（2023年11月7日）

COI配列：LC901187~LC901189（NSMT-Mo 79706，
TT#395~#397）；LC901190（NSMT-Mo 79710，

TT#547）；LC901191（NSMT-Mo 79711，TT#653）
寄生虫調査：下道灌濠：1個体，殻長23.0 mm（2022

年3月18日 ）；3個 体，18.6±0.7 (17.9~19.3) mm
（2023年11月7日）；25個体，26.7±4.3 (15.5~ 
32.5) mm（2024年7月9日）；15個体，26.4±2.9 
(21.3~31.5) mm（2024年9月10日）；天神濠：1個
体，20.8 mm（2023年7月26日）

備考：採集地点により殻形態に差が見られ，天

神濠ではやや肩が張り，螺肋が目立つ個体

（図2G）が得られた．下道灌濠の個体と天神

濠の個体は，COI配列も5.6%異なる．これら

の配列は，BLAST検索を行うとBellamiaや
Sinotaiaの複数種が相同性100%となるが，Ye et 
al.（2020）の系統解析結果に基づきいずれもS. 
quadrata ヒメタニシとした．

Family Semisulcospiridae カワニナ科

Semisulcospira libertina (Gould, 1859) カワニナ
（図2H, I）

証拠標本：観瀑亭流れ：5個体（1個体軟体のみ）

NSMT-Mo 79714，殻長43.6±1.3 (41.6~44.9) mm
（2021年8月10日）；4個体（死殻）NSMT-Mo 79715，

41.6±2.1 (39.0~44.8) mm（2022年4月19日）；生物
学研究所水田：6個体NSMT-Mo 79716，20.0±
7.3 (13.9~30.7) mm（2021年10月12日）；二の丸庭
園（池）：5個体（2個体死殻）NSMT-Mo 79717，
22.8±3.1 (18.6~26.5) mm（2023年4月19日）；白
鳥堀：1個体NSMT-Mo 79718，34.9 mm（2021年
10月12日）；山吹流れ：2個体NSMT-Mo 79719，
9.9~10.9 mm（2023年7月25日）

COI配列：LC901192~LC901196（NSMT-Mo 79714，
TT#273~#277）；LC901197~LC901198（NSMT-Mo 
79716，TT#432~#433）；LC901199~LC901201

（NSMT-Mo 79717，TT#542~#544）；LC901202
（NSMT-Mo 79719，TT#622）

寄生虫調査：観瀑亭流れ：24個体，殻長36.2±
5.5 (23.2~45.0) mm（2021年8月10日）；2個体，

36.0~39.0 mm（2022年4月19日）；1個体，37.8 mm
（2024年4月23日）；生物学研究所水田：9個体，

13.3±3.3 (8~20) mm（2021年10月12日）；二の丸
庭園（池）：10個体，21.2±6.4 (14.6~35.9) mm

（2023年4月19日）；山吹流れ：2個体，14.5~32.0 
mm（2023年7月25日）
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備考：螺塔に縦肋が明瞭な個体（図2I）とそう

でないもの（図2H）が同所的に生息していた．

上島ほか（2000）では，前者の殻形態で特徴

づけられるSemisulcospira reiniana (Brot, 1877) 
チリメンカワニナとして掲載されている．一

方，チリメンカワニナとカワニナは遺伝的に区

別されず，かつ多系統群となる（Köhler, 2016; 
Miura et al., 2019, 2020）ことから，本報では暫

定的に，より古い学名にあたるカワニナを用い

た．COI配列を決定した11個体にも2系統が含

まれ，TT#274とTT#622が他と15%以上異なる．

Subclass Heterobranchia 異鰓亜綱

Family Achatinidae アフリカマイマイ科

Allopeas kyotoensis (Pilsbry & Hirase, 1904) 
オカチョウジ
（図1B, 3A）

証拠標本：大宮御所～滝見門間：3個体NSMT-Mo 
79720，殻長4.6±0.4 (4.2~5.2) mm（2021年8月
10日）；吹上大宮御所正門東側：1個体（軟体

のみ）NSMT-Mo 79721（2021年8月10日）；1個
体NSMT-Mo 79722，3.2 mm（2024年4月23日）；

果樹園付近：1個体（死殻）NSMT-Mo 79723，
4.8 mm（2021年8月11日）

COI配列： LC901203~LC901205（NSMT-Mo 79720，
TT#332~#334）；LC901206（NSMT-Mo 79721，
TT#330）；NSMT-Mo 79722もDNAは抽出したが

（TT#754）増幅せず．

寄生虫調査：吹上大宮御所正門東側：NSMT-Mo 
79720を含む6個体，殻長4.4±1.2 (3.0~5.9) mm
（2021年8月10日）

備考：得られた個体はどれも殻長が小さく，若い

個体と考えられる（狩野・後藤，1996を参照）．

ほとんどが，朽木の周囲に形成されたアリの巣

穴内から採集された．

Allopeas pyrgula (Schmacker & Boettger, 1891) 
ホソオカチョウジ

（図3B）

証拠標本：大道庭園：1個体NSMT-Mo 79724，殻

長5.8 mm（2024年10月16日）

COI配列：LC901207（NSMT-Mo 79724，TT#771）
寄生虫調査：実施せず．

備考：第Ⅱ期調査では確認されていない（上島ほ

か，2014）．本調査では，薄く堆積したリター

から1個体のみが得られた．

Allopeas satsumense (Pilsbry, 1906) 
サツマオカチョウジ

（図3C）

証 拠 標 本：大 滝 北 斜 面：2個体（1個体軟体の

み，1個体死殻）NSMT-Mo 79725，殻長9.1 mm
（2023年7月25日）；吹上大宮御所正門東側：1
個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79378，（2021年8
月10日）；1個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79377，
（2021年8月11日）；果樹園付近：1個体（死殻）

NSMT-Mo 79726，6.7 mm（2021年8月11日）；1
個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79727（2024年4月
23日）；白鳥堀北東側：1個体NSMT-Mo 79376，
10.6 mm（2021年8月11日）；吹上大池南側：2個
体（死殻）NSMT-Mo 79728，8.1~8.2 mm（2023
年11月8日）

COI配列：LC901208（NSMT-Mo 79725，TT#625）；
LC901209（NSMT-Mo 79378，TT#331）；
LC901210（NSMT-Mo 79377，TT#329）；
LC901211（NSMT-Mo 79727，TT#746）；
LC901212（NSMT-Mo 79376，TT#328）

寄生虫調査：大滝北斜面：1個体NSMT-Mo 79725，
殻長7.6 mm（2023年7月25日）；吹上大宮御所正
門東側：NSMT-Mo 79378を含む2個体，5.4~8.3 
mm（2021年8月10日）；1個体NSMT-Mo 79377，
11.0 mm（2021年8月11日）；2個体，6.1~6.2 
mm（2021年10月14日）；果 樹 園 付 近：1個体

NSMT-Mo 79727，4.4 mm（2024年4月23日）；観
瀑 亭 付 近：1個体，1.8 mm（2022年4月21日）；

白 鳥 堀 南 東 側：1個体，4.3 mm（2024年9月11
日）；天神濠北側：1個体，4.8 mm（2023年11月
7日）

備考：皇居内の広い範囲で，リター中より得ら

れた．NSMT-Mo 79376~79378の標本は，脇ほ

か（2023）によるLutztrema attenuatum (Dujardin, 
1845) ホソヤカルッツ吸虫のスポロシストの報

告で使用されたものである．
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図3． 陸生異鰓類．A. Allopeas kyotoensis オカチョウジ，NSMT-Mo 79720．B. Allopeas pyrgula ホソオカチョ

ウジ，NSMT-Mo 79724．C. Allopeas satsumense サツマオカチョウジ，NSMT-Mo 79376．D. Paropeas 
achatinaceum トクサオカチョウジ，NSMT-Mo 79730．E. Sinoennea iwakawa タワラガイ，NSMT-Mo 
79732．F. Reinia variegata ヒロクチコギセル，NSMT-Mo 79739．G. Stereophaedusa japonica ナミギセ

ル，NSMT-Mo 79741．H. Tauphaedusa tau ナミコギセル，NSMT-Mo 79746．I. Zaptyx buschi ヒカリギ

セル，NSMT-Mo 79750．J. Acusta redfieldi，NSMT-Mo 79753．K. Acusta sieboldiana ウスカワマイマ

イ，NSMT-Mo 79754．L, M. Aegista izuensis エンスイマイマイ，NSMT-Mo 79756, 79757．N. Aegista 
sp. トウキョウコオオベソマイマイ類似種，NSMT-Mo 79761．O, P. Bradybaena similaris オナジマイマ

イ，NSMT-Mo 79762, 79763．Q, R. Euhadra peliomphala ミスジマイマイ，NSMT-Mo 79767, 79768．S. 
Euhadra quaesita ヒダリマキマイマイ，NSMT-Mo 79769．スケールバー：1 mm（E），2 mm（A–D, F, 
L, M），5 mm（G–K, N–P），10 mm（Q–S）．
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Paropeas achatinaceum (Pfeiffer, 1846) 
トクサオカチョウジ

（図3D）

証拠標本：大道庭園：5個体（2個体死殻）NSMT-Mo 
79729，殻長7.8±0.4 (7.5~8.5) mm（2021年10月
12日）；5個体（4個体死殻）NSMT-Mo 79730，
7.7±0.6 (7.2~8.3) mm（2023年7月26日）；吹上
大宮御所正門東側：1個体NSMT-Mo 79731，7.1 
mm（2023年7月26日）

COI配列：LC901213~LC901215（NSMT-Mo 79729，
TT#415~#417）；LC901216（NSMT-Mo 79730，
TT#624）

寄生虫調査：大道庭園：13個体，殻長7.1±0.6 
(6~8) mm（2021年10月12日）；4個体，6.9±1.0 
(5.6~7.8) mm（2023年7月26日）

備考：殻には比較的強い成長線が密に入り，オ

リーブ色の殻皮を纏う．本種は第Ⅱ期調査まで

確認されておらず（上島ほか，2014），2013年
以降皇居に移入したと考えられる．出現場所は

限られたが，局所的に多産した．大道庭園で

は，刈り取った草本が廃棄された下道灌濠側の

斜面において，ナミコギセルとともに多数の個

体が確認された．

Family Diapheridae タワラガイ科

Sinoennea iwakawa (Pilsbry, 1900) タワラガイ
（図3E）

証拠標本：大宮御所～滝見門間：1個体NSMT-Mo 
79732，殻長3.0 mm（2021年10月14日）；吹 上
大宮御所正門東側：1個体（破損）NSMT-Mo 
79733（2021年8月11日）；4個体（軟体のみ）

NSMT-Mo 79734（2021年10月14日 ）； 果 樹 園
付 近：2個 体NSMT-Mo 79735，3.1 mm（2021
年8月11日）；1個体NSMT-Mo 79736，3.3 mm
（2022年4月20日）；防空壕付近：1個体（死殻）

NSMT-Mo 79737，3.4 mm（2022年6月21日）

COI配列：LC901217（NSMT-Mo 79733，TT#320）；
LC901218~LC901220（NSMT-Mo 79734，
TT#434~#436）；NSMT-Mo 79735もDNAは抽出し

たが（TT#358）増幅せず．

寄生虫調査：大滝南斜面：2個体，殻長0.3~2.8 
mm（2024年4月23日）；吹上大宮御所正門東側：

4個体，3.1±0.2 (2.8~3.3) mm（2021年10月14
日）；1個体，3.2 mm（2022年4月21日）；7個体，

2.6±0.9 (1.1~3.1) mm（2024年4月23日）；果 樹
園付近：3個体，2.7±0.2 (2.5~2.8) mm（2022年
4月20日）；3個体，2.4±1.1 (1.2~3.2) mm（2024
年4月23日）；白鳥堀南東側：6個体，2.9±0.3 
(2.2~3.1) mm（2024年9月11日）；白鳥堀東側：2
個体，2.4~3.2 mm（2024年9月11日）；白鳥堀北
東側：1個体，3.1 mm（2022年4月21日）； 白鳥
堀南側：2個体，3.0 mm（2022年6月21日）

備考：吹上御苑内の広い範囲でリター中から得ら

れ，個体数も比較的多かった．

Family Clausiliidae キセルガイ科

Reinia variegata (A. Adams, 1868) ヒロクチコギセル
（図3F）

証拠標本：吹上御苑外壁（吹上大宮御所正門西

側）：4個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79738（2021
年10月12日）；吹上御苑内壁（吹上大宮御所

正門西側）：3個体NSMT-Mo 79739，8.7±0.5 
(8.1~9.0) mm（2021年8月11日）

COI配列：LC901221~LC901223（NSMT-Mo 79739，
TT#281~#283）

寄生虫調査：吹上御苑外壁（吹上大宮御所正門

西側）：4個体NSMT-Mo 79738，殻長9.0±0.4 
(8.5~9.5) mm（2021年10月12日）；吹上御苑内
壁（吹上大宮御所正門西側）：NSMT-Mo 79739
を含む10個体，8.7±0.4 (8.1~9.2) mm（7個体の

み計測，2021年8月11日）

備考：本調査では吹上御苑外周の塀でのみ採集さ

れたが，皇居内のより広域に分布していると考

えられる（上島ほか，2014；長谷川和範，私

信）．

Stereophaedusa japonica (Crosse, 1871) ナミギセル
（図3G）

証拠標本：大宮御所～滝見門間：2個体NSMT-Mo 
79740，殻長26.2~29.3 mm（2021年8月10日）；吹
上大宮御所正門東側：2個体NSMT-Mo 79741，
26.9~28.9 mm（2021年8月10日）；北の丸公園：

1個体NSMT-Mo 79742，26.3 mm（2024年4月
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22日）；白鳥 堀 北 東 側：1個体NSMT-Mo 79743，
27.0 mm（2021年8月10日）；天神濠東側：2個体

NSMT-Mo 79744，25.4~26.4 mm（2023年6月13
日）

COI配列：LC901224~LC901225（NSMT-Mo 79740，
TT#318~#319）；LC901226~LC901227（NSMT-Mo 
79741，TT#315~#316）；LC901228（NSMT-Mo 
79742，TT#751）；LC901229（NSMT-Mo 79743，
TT#317）；LC901230（NSMT-Mo 79744，TT#614）

寄生虫調査：大宮御所～滝見門間：5個体，殻長

27.9±1.4 (26.1~29.5) mm（2021年8月10日）；吹
上大宮御所正門東側：NSMT-Mo 79741を含む

4個体，18.9±8.1 (5.3~26.9) mm（2021年8月10
日）；1個体，28.1 mm（2021年10月14日）；観瀑
亭付近：1個体，26.0 mm（2022年4月21日）；2
個体，26.5~28.0 mm（2022年6月22日）；白鳥堀
西 側：9個 体，22.0±5.7 (12.3~27.5) mm（2024
年9月10日）；白鳥堀北東側：NSMT-Mo 79743
を含む3個体，殻長不明（2021年8月10日）；吹
上御苑内壁（吹上大宮御所正門西側）：2個体，

26.0~29.5 mm；天神濠東側：5個体，19.2±9.4 
(6.4~29.3) mm（2023年6月13日）

備考：朽木の裏や隙間に多産したほか，コンク

リート製の壁や塀に付着している個体もみら

れた．北の丸公園産の個体（NSMT-Mo 79742，
TT#751）が若干他と遺伝的に異なる．

Tauphaedusa tau (Boettger, 1877) ナミコギセル
（図1C, 3H）

証拠標本：大道庭園：1個体NSMT-Mo 79745，殻

長14.3 mm（2023年7月26日）； 吹 上 大 宮 御 所
正 門 東 側：3個 体NSMT-Mo 79746，12.9±0.7 
(12.2~13.8) mm（2021年8月10日）；北の丸公園：

1個 体NSMT-Mo 79747，12.0 mm（2024年4月22
日）；天神濠北側：1個体（軟体のみ）NSMT-Mo 
79748（2023年11月7日）；天神濠東側：3個体（1
個体軟体のみ）NSMT-Mo 79749，11.1~12.6 mm

（2023年6月13日）

COI配列：LC901231（NSMT-Mo 79745，TT#623）；
LC901232~LC901234（NSMT-Mo 79746，
TT#309~#311）；LC901235（NSMT-Mo 79749，
TT#613）；NSMT-Mo 79747もDNAは抽出したが

（TT#748）増幅せず．

寄 生 虫 調 査： 大 道 庭 園：11個体，殻長10.6±

3.3 (4~14) mm（2021年10月12日）；5個体，

12.0±1.0 (10.9~13.2) mm（2023年7月26日）；

大 宮 御 所 ～ 滝 見 門 間：29個 体，13.2±0.7 
(12.0~14.5) mm（2021年8月10日）；吹上大宮御
所正門東側：33個体，13.0±1.0 (11.2~15.5) mm

（32個体のみ計測，2021年8月10日）；16個体，

13.0±0.7 (12.0~14.5) mm（2024年7月9日 ）； 観
瀑亭付近：2個体，12.1~13.1 mm（2021年8月11
日）；北の丸公園：4個体，12.0±1.8 (9.5~13.5) 
mm（2024年4月22日）； 白 鳥 堀 西 側：2個体，

12.7~14.0 mm（2024年9月10日）；白 鳥 堀 北 東
側：4個 体，14.3±0.2 (14.1~14.5) mm（2021年
8月10日）；吹上御苑内壁（吹上大宮御所正門

西側）：4個体，12.4±0.5 (11.9~13.0) mm（2021
年8月11日）；天神濠北側：NSMT-Mo 79748を
含 む9個 体，12.9±0.7 (12.0~14.1) mm（2023年
11月7日）；12個体，12.3±0.6 (11.0~13.1) mm
（2023年11月8日）；天神濠東側：4個体，12.2±
1.0 (11.3~13.1) mm（2023年6月13日）

備考：本調査で得られたキセルガイ類4種のうち，

最も個体数が多かった．大道庭園では，下道灌

濠側の斜面においてトクサオカチョウジと一緒

にみつかり，吹上御苑では朽木の裏に多産し

た．

Zaptyx buschi (Küster, 1844) ヒカリギセル
（図1C, 3I）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：3個体NSMT- 
Mo 79750，殻長19.1±0.7 (18.5~20.1) mm（2021年
8月10日）；北の丸公園：1個体NSMT-Mo 79751， 
16.4 mm（2024年4月22日）

COI配列：LC901236~LC901238（NSMT-Mo 79750，
TT#278~#280）；LC901239（NSMT-Mo 79751，
TT#749）

寄生虫調査：大滝南斜面：3個体，殻長17.2±3.7 
(12.0~20.3) mm（2024年9月10日）；大宮御所～滝
見門間：14個体，19.0±1.4 (16.8~22.9) mm（2021 
年8月10日）；吹上大宮御所正門東側：15個体，

18.6±0.8 (16.3~19.5) mm（2021年8月10日）；1個
体，19.8 mm（2024年5月21日）；27個体，18.7±
0.8 (17.0~20.1) mm（2024年7月9日）；果樹園付
近：6個 体，19.0±0.3 (18.7~19.5) mm（2021年 
8月10日）；観瀑亭付近：7個体，18.1±2.2 (15.1~ 
21.5) mm（2021年8月11日）；北の丸公園：5個
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体，18.6±1.5 (16.5~20.1) mm（2024年4月22日）；

白 鳥 堀 西 側：9個体，18.9±1.1 (17.1~20.5) mm
（2024年9月10日）

備考：朽木の裏などに，ナミギセルやナミコギセ

ルとともにみられた．本種の寄生虫調査の結果，

Brachylaima phaedusae Waki, Nakao & Sasaki, 
2022 キセルガイサンゴムシのメタセルカリア

が得られており，脇ほか（2022）で報告済みで

ある．北の丸公園産の個体（NSMT-Mo 79751，
TT#749）が若干他と遺伝的に異なる．

Family Camaenidae ナンバンマイマイ科

Acusta redfieldi (Pfeiffer, 1852)
（図3J）

証拠標本：大道庭園：4個体NSMT-Mo 79752，殻

長8.2±1.6 (5.7~9.6) mm（2021年10月12日）；吹
上御苑外壁（吹上大宮御所正門西側）：1個体

NSMT-Mo 79753，9.8 mm（2021年10月12日）

COI配列：LC901240~LC901242（NSMT-Mo 79752，
TT#411~#413）

寄生虫調査：吹上御苑外壁（吹上大宮御所正門西

側）：3個体，殻長9.3±1.0 (8.0~10.5) mm（2021
年10月12日）

備考：Hwang et al.（2021）による分子生物学的

検討により，日本産“ウスカワマイマイ”に

は，Acusta redfieldiと次に示すA. sieboldianaが
含まれることが明らかになった．大道庭園周辺

で得られ遺伝子解析に供した個体は，遺伝的

変異が大きいものの本種と判断された．“ウス

カワマイマイ”の和名はA. sieboldianaにあて

られることが多いことから（上島ほか，2000，
2014；川瀬・市原，2018など），本報では暫定

的に，本種は和名なしとする．今回の検討標本

では，A. redfieldiはA. sieboldianaと比べ螺層の

膨れが弱い（図3J, K）．

Acusta sieboldiana (Pfeiffer, 1850) ウスカワマイマイ
（図3K）

証拠標本：二の丸庭園（林）：2個体NSMT-Mo 
79754，殻長11.3~13.2 mm（2024年5月22日）

COI配列：LC901243~LC901244（NSMT-Mo 79754，

TT#755~#756）
寄生虫調査：二の丸庭園（林）：9個体，殻長9.9±

1.9 (6.7~12.4) mm（2024年5月22日）

備考：二の丸庭園で採集し遺伝子解析を実施した

個体は，Hwang et al.（2021）との対比により

本種と同定された．同日にまとめて得られてい

ることから，寄生虫調査を実施した二の丸庭園

産の他個体も本種と判断した．上述の通り，こ

の種に対しウスカワマイマイの和名を使用し

た．

Aegista izuensis (Pilsbry & Hirase, 1904) 
エンスイマイマイ

（図3L, M）

証拠標本：観瀑亭付近：1個体NSMT-Mo 79755，
殻長4.9 mm（2021年8月10日）；下道灌濠横の石
垣：2個体（1個体軟体のみ）NSMT-Mo 79756，
6.1 mm（2022年4月19~21日）；白鳥堀（の縁）：

3個 体NSMT-Mo 79757，3.8±0.5 (3.2~4.5) mm
（2023年4月19日）

COI配列：LC901245（NSMT-Mo 79755，TT#268）；
LC901246~LC901247（NSMT-Mo 79756，
TT#480~#481）；LC901248（NSMT-Mo 79757，
TT#546）

寄生虫調査：大宮御所～滝見門間：1個体，殻長

不明（2021年10月14日）；生物学研究所北側：1
個体，6.1 mm（2021年10月14日）

備考：本種の学名はTrishoplita conospira (Pfeiffer, 
1851)が用いられてきたが（例えば上島ほ

か，2000，2014），Hirano et al.（2014）により

TrishoplitaがAegistaの異名とされたことに伴い

変更された．COI配列で3.1%異なる2系統があ

り（図3L，M），殻の色味は異なるが，ここで

は単一種として扱う．

Aegista sp. トウキョウコオオベソマイマイ類似種
（図1D, 3N）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体NSMT- 
Mo 79758， 殻 長6.8 mm・ 殻 幅11.5 mm（2021
年8月10日 ）； 観 瀑 亭 付 近：1個 体NSMT-Mo 
79759，6.8 mm・10.9 mm（2022年6月21日）；吹 
上御苑内壁（吹上大宮御所正門西側）：2個体
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NSMT-Mo 79760，6.4~6.6 mm・10.3~10.4 mm
（2021年8月11日）；2個体NSMT-Mo 79761，6.5~6.6 

mm・10.8~11.3 mm（2022年6月22日）

COI配列：LC901249（NSMT-Mo 79758，TT#264）；
LC901250~LC901251（NSMT-Mo 79760，
TT#265~#266）；LC901252~LC901253（NSMT-Mo 
79761，TT#510~#511）

寄生虫調査：大滝北斜面：1個体，殻幅10.6 mm
（2024年5月21日）；大滝南斜面：1個体，11.3 mm
（2023年11月8日）；大宮御所～滝見門間：2個体，

10.5~11.0 mm（2021年8月10日）；吹上大宮御所
正門東側：5個体，11.0±0.3 (10.7~11.3) mm（4
個体のみ計測，2021年8月10日）；吹上御苑内壁

（吹上大宮御所正門西側）：2個体，9.0~9.5 mm
（2021年8月11日 ）；15個 体，9.7±1.2 (7.5~11.1) 

mm（2022年6月22日）

備考：コオオベソマイマイ類の未記載種と考えら

れる（上島ほか，2000）．木の幹や塀の上に，

比較的多く見つかった．

Bradybaena similaris (Férussac, 1822) 
オナジマイマイ
（図3O, P）

証 拠 標 本：大 道 庭 園：2個体NSMT-Mo 79762，
殻長9.9~10.8 mm（2021年10月12日）；1個体

NSMT-Mo 79763，8.9 mm（2024年5月21日）；2
個体NSMT-Mo 79764，10.0~10.1 mm（2024年10 
月16日）；吹上御苑内壁（吹上大宮御所正門西

側）：1個体NSMT-Mo 79765，8.3 mm（2021年8
月11日）

COI配列：LC901254~LC901255（NSMT-Mo 79762，
TT#398~#399）；LC901256（NSMT-Mo 79763，
TT#761）；LC901257（NSMT-Mo 79765，TT#267）

寄生虫調査：大道庭園：32個体，殻長不明（殻幅

10~18 mm，2021年10月12日）；1個体，殻長12.5  
mm（2024年5月21日）；4個体，9.6±0.5 (9.0~10.1)  
mm（2024年10月16日）；吹上御苑内壁（吹上

大宮御所正門西側）：1個体NSMT-Mo 79765，
8.3 mm（2021年8月11日）

備考：本種は第Ⅰ期調査では確認されなかったも

のの，第Ⅱ期調査では大道庭園において多数の

生貝が採集されている（上島ほか，2014）．本

調査でも大道庭園の植木鉢の裏などから生貝が

多く見いだされ，定着していることが示唆され

た．殻の色や色帯の有無に変異がみられた（図

3O, P）．

Euhadra peliomphala (Pfeiffer, 1850) 
ミスジマイマイ
（図3Q, R）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体（軟

体 の み ）NSMT-Mo 79766（2023年7月26日 ）； 
白鳥堀北東側：3個体（2個体軟体のみ）NSMT- 
Mo 79767，殻長19.3 mm・殻幅32.4 mm（2021
年8月10日 ）； 防 空 壕 付 近：1個 体NSMT-Mo 
79768，19.2 mm・34.2 mm（2024年5月21日）

COI配列：LC901258~LC901260（NSMT-Mo 79767，
TT#269~#271）；LC901261（NSMT-Mo 79768，
TT#757）

寄 生 虫 調 査：吹 上 大 宮 御 所 正 門 東 側：1個体

NSMT-Mo 79766， 殻 幅22.0 mm（2023年7月26
日）；1個体，17.0 mm（2024年5月21日）；観瀑
亭 付 近：1個 体，34.8 mm（2024年9月10日 ）；

白鳥堀北東側：3個体，30.1~33.0 mm（2個体の

み計測，2021年8月10日）；吹上御苑外壁（吹上

大宮御所正門西側）：4個体，23.4±5.2 (18.0~32.0) 
mm（2021年10月13日）；吹上御苑内壁（吹上

大宮御所正門西側）：1個体，27.0 mm（2021年 
8月11日）；防空壕付近：1個体NSMT-Mo 79768，
34.2 mm（2024年5月21日）

備考：降雨の後は，吹上御苑の外壁や付近の路上

に多数確認された．また，御苑内の木の幹や葉

の上からも見つかった．NSMT-Mo 79767の1個
体（図3Q；TT#269）は，Ishii et al.（2026）に

よるゲノムワイド一塩基多型（SNPs）に基づ

くミスジマイマイ種群の網状進化解析に使用

された個体である．ミスジマイマイにはいく

つかの亜種があるが，同論文でこの個体はE. p. 
peliomphalaと判断された．

Euhadra quaesita (Deshayes, 1850) 
ヒダリマキマイマイ

（図3S）

証拠標本：下道灌濠横の石垣：1個体NSMT-Mo 
79769，殻長21.7 mm（2021年10月12日）

COI配列：LC901262（NSMT-Mo 79769，TT#384）
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寄生虫調査：下道灌濠横の石垣：1個体NSMT-Mo 
79769，殻長21.7 mm（2021年10月12日）

備考：4年間の調査を通し，亜成貝1個体のみが得

られた．第Ⅰ期調査でも採集は4個体のみであ

り（上島ほか，2000；第Ⅱ期調査は不明），以

前から生息数は多くないと考えられる．

Family Agriolimacidae ノコウラナメクジ科

Deroceras laeve (Müller, 1774) ノハラナメクジ
（図4A）

証拠標本：大道庭園：3個体（一部組織のみ）

NSMT-Mo 79770，体長不明（2021年10月12日）；

2個体（一部組織のみ）NSMT-Mo 79771，体長

約14~17 mm（2022年6月22日）

COI配列：LC901263~LC901265（NSMT-Mo 79770，
TT#381~#383）；LC901266~LC901267（NSMT-Mo 
79771，TT#512~#513）

寄生虫調査：大道庭園：NSMT-Mo 79771を含む5
個体，体長約14~19 mm（2022年6月22日）

備考：小型種で，匍匐速度が速い．転石下や大型

の鉢の上で確認された．時期により大道庭園内

で若干採集地点が異なり，それら個体間のCOI
配列に1.5%ほど差がみられた．

Family Limacidae コウラナメクジ科

Ambigolimax sp. チャコウラナメクジ属の一種
（図4B）

証拠標本：大道庭園：6個体（一部組織のみ）

NSMT-Mo 79772，体長不明（2021年10月12日）

COI配列：LC901268~LC901273（NSMT-Mo 79772，
TT#386~#391）

寄生虫調査：大道庭園：NSMT-Mo 79772を含む

12個体，体長不明（2021年10月12日）

備考：“チャコウラナメクジ”と呼ばれる形態

のナメクジ類であるが，国内には外見では判

別不能な複数種が同所的に生息しうる（Waki, 
2017; Hutchinson et al., 2022; 上地ほか，2023）．
種同定には生殖器形態の比較が必要であるが

（Hutchinson et al., 2022; 上地ほか，2023），本研

究では検討できていないため未同定種にとどめ

る．個体間のCOI配列の差異は最大8.1%であ

り，複数種が含まれることも考えられる．実

際にBLAST検索を行うと，遺伝子解析に供し

た6個体のうち1個体はA. valentianus (Férussac, 
1821)として登録される配列（JX117876など）

と， 残 り は“Lehmannia nyctelia (Bourguignat, 
1861)”の配列（ON123502，MG799133など）

と最も相同性が高く，完全に一致するものも見

つかった．

Family Philomycidae ナメクジ科

Meghimatium bilineatum (Benson, 1842) ナメクジ
（図4C）

証拠標本：大道庭園：1個体（一部組織のみ）

NSMT-Mo 79773，体長不明（2021年10月12日）；

下道灌濠横の石垣：2個体（一部組織のみ）

NSMT-Mo 79774，体長不明（2021年10月12日）；

二の丸庭園（林）：9個体（2個体一部組織のみ）

NSMT-Mo 79775，体長不明（2024年9月10日）；

白鳥堀西側：1個体（一部組織のみ）NSMT-Mo 
79776，体長不明（2024年9月10日）

COI配列：LC901274（NSMT-Mo 79773，TT#378）；
LC901275~LC901276（NSMT-Mo 79774，
TT#379~#380）；LC901277~LC901278（NSMT-Mo 
79775，TT#762~#763）；LC901279（NSMT-Mo 
79776，TT#764）

寄生虫調査：下道灌濠横の石垣：NSMT-Mo 79774 
を含む18個体，体長不明（2021年10月12日）；

二の丸庭園（林）：NSMT-Mo 79775を含む16個
体，体長約30~115 mm（2024年9月10日）；白鳥
堀西側：2個体，約45~50mm（2024年9月10日）

備考：秋季の夜間採集で，大型の個体が多数見つ

かった．

Family Chronidae

Gastrodontella stenogyra (A. Adams, 1868) キビガイ
（図4D）

証 拠 標 本：果 樹 園 付 近：2個体（1個体破損）

NSMT-Mo 79777， 殻 長1.2 mm・ 殻 幅1.6 mm
（2021年8月11日）
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COI配列：LC901280~LC901281（NSMT-Mo 79777，
TT#307~#308）

寄生虫調査：吹上大宮御所正門東側：4個体，殻

幅約1.5 mm（2021年10月12日）；1個体，2.0 mm
（2022年4月21日）；5個体，1.7±0.3 (1.4~2.1) mm
（2024年4月23日）；果 樹 園 付 近：2個体，1.2~ 
2.1 mm（2022年4月20日）；観瀑亭付近：2個体，

1.9~2.0 mm（2022年4月21日）；白鳥堀南東側：

3個体，1.9±0.1 (1.8~2.0) mm（2022年4月21
日）；白鳥堀北東側：1個体，2.0 mm（2022年4
月21日）

備考：吹上御苑内の広い範囲で，リター中からタ

ワラガイなどと共に得られた．

図4． 陸生異鰓類．A. Deroceras laeve ノハラナメクジの生体，NSMT-Mo 79770．B. Ambigolimax sp. 
チャコウラナメクジ属の一種の生体，NSMT-Mo 79772．C. Meghimatium bilineatum ナメクジの生

体，NSMT-Mo 79775．D. Gastrodontella stenogyra キビガイ，NSMT-Mo 79777．E. Trochochlamys 
crenulata カサキビ，NSMT-Mo 79778．F. Trochochlamys fraterna オオウエキビ，NSMT-Mo 79782．
G. Coneuplecta japonica ウメムラシタラ，NSMT-Mo 79785．H. Discoconulus sinapidium ヒメベッコ

ウ，NSMT-Mo 79786．I. Discoconulus sp. ヒメベッコウ属の一種，NSMT-Mo 79791．J. Parasitala 
pallida ウスイロシタラ，NSMT-Mo 79792．K, L. Parasitala reinhardti マルシタラ，NSMT-Mo 
79794, 79795．M. Urazirochlamys doenitzii ウ ラ ジ ロ ベ ッ コ ウ，NSMT-Mo 79799．N. Zonitoides 
arboreus コハクガイ，NSMT-Mo 79808．O. Zonitoides cf. nitidus オオコハクガイ？，NSMT-Mo 
79809．P. Succinea lyrata ヒメオカモノアラガイ，NSMT-Mo 79811．Q. Discus pauper パツラマイマ

イ，NSMT-Mo 79814．R. Punctum atomus ミジンナタネ，NSMT-Mo 79815．S. Paralaoma? sp. アカ

ナタネ類？の一種，NSMT-Mo 79816．スケールバー：0.5 mm（R, S），1 mm（D–J），2 mm（K, L, 
N, O, Q），5 mm（M, P）．
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Trochochlamys crenulata (Gude, 1900) カサキビ
（図1E, 4E）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体NSMT- 
Mo 79778， 殻 長3.2 mm（2021年8月10日 ）；1
個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79779（2022年4
月21日）；果樹園付近：2個体NSMT-Mo 79780，
2.2~2.6 mm（2021年8月11日）

COI配列：LC901282（NSMT-Mo 79778，TT#299）；
LC901283（NSMT-Mo 79779，TT#483）；
LC901284~LC901285（NSMT-Mo 79780，
TT#300~#301）

寄生虫調査：大滝北斜面：1個体，殻長1.5 mm
（2024年5月21日）；大宮御所～滝見門間：3個
体，1.2~3.0 mm（2021年10月14日）；吹上大宮
御所正門東側：2個体，3.1~3.5 mm（2021年10
月14日）；白鳥堀南東側：1個体，2.2 mm（2024
年9月11日）

備考：リター中のほか，朽木に付着している個体

もみられた．

Trochochlamys fraterna (Pilsbry, 1900) オオウエキビ
（図4F）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体NSMT- 
Mo 79781，殻長1.6 mm（2022年4月21日）；果
樹園付近：2個体NSMT-Mo 79782，2.4~2.6 mm
（2021年8月11日）；3個体NSMT-Mo 79783，1.3± 
0.1 (1.1~1.4) mm（2022年4月20日）

COI配列：LC901286~LC901287（NSMT-Mo 79782，
TT#302~#303）

寄生虫調査：吹上大宮御所正門東側：1個体，殻

長2.0 mm（2024年4月23日）；防空壕付近：2個体，

1.4~1.5 mm（2024年4月23日）

備考：リター中から得られたが，キビガイやカサ

キビと比べ個体数は少なかった．

Family Euconulidae シタラ科

Coneuplecta japonica (Habe, 1964) ウメムラシタラ
（図4G）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体（死殻）

NSMT-Mo 79784，殻長1.3 mm（2021年8月10日）； 

1個体NSMT-Mo 79785，1.2 mm（2021年10月14
日）

COI配列：LC901288（NSMT-Mo 79785，TT#400）
寄生虫調査：実施せず．

備考：本種は第Ⅱ期調査では採集されなかった

（上島ほか，2014）．本調査では，単一地点から

2個体（一方は死殻）のみが得られたことから，

皇居内でも生息範囲が限られ，かつ個体数が少

ない可能性がある．

Discoconulus sinapidium (Reinhardt, 1877) 
ヒメベッコウ
（図4H）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体NSMT- 
Mo 79786，殻幅2.1 mm（2021年10月14日）；果
樹園付近：1個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79787

（2021年8月11日）；7個体NSMT-Mo 79788，1.5± 
0.3 (1.0~1.8) mm（2022年4月20日）；2個体（軟

体のみ）NSMT-Mo 79789（2024年4月23日）；白
鳥 堀 北 東 側：1個体NSMT-Mo 79790，1.7 mm

（2022年4月21日）

COI配列：LC901289（NSMT-Mo 79786，TT#421）；
LC901290（NSMT-Mo 79787，TT#351）；
LC901291（NSMT-Mo 79789，TT#747）

寄生虫調査：大滝南斜面：2個体，殻幅1.8 mm
（2024年4月23日）；果樹園付近：2個体NSMT-Mo 

79789，1.7~1.9 mm（2024年4月23日）

備考：リター中に多産する．上島ほか（2000, 
2014）の記録に基づき殻幅2 mm前後の個体は

本種と同定したが，次種が見出されたことによ

り，遺伝的に異なる複数種を含む可能性が高い

と考えられる．今後軟体部形態を含めた再検討

が必要である．

Discoconulus sp. ヒメベッコウ属の一種
（図4I）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体NSMT- 
Mo 79791，殻幅1.1 mm（2021年10月14日）

COI配列：LC901292（NSMT-Mo 79791，TT#422）
寄生虫調査：実施せず．

備考：殻形態によりヒメベッコウの幼貝と考えて
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いたが，前種とCOI配列が10%以上異なること

から別種として扱う．遺伝子解析をしていな

い前種の証拠標本に，この種の成貝が混入し

ている可能性がある．BLAST解析の結果，Wil-
helminaia mathildae Preston, 1913（Microcystidae）
のものとして登録されている配列（OL693154）
と99.2%一致したが，日本におけるこの種の記

録が見つからず，詳細は不明である．

Parasitala pallida (Pilsbry, 1902) ウスイロシタラ
（図4J）

証拠標本：大道庭園：2個体NSMT-Mo 79792，殻

長2.2~2.8 mm・殻幅2.5~2.8 mm（2021年10月12
日）；下道灌濠横の石垣：3個体（2個体軟体の

み ）NSMT-Mo 79793，2.3 mm・2.9 mm（2021
年10月12日）

COI配列：LC901293~LC901294（NSMT-Mo 79792，
TT#404~#405）；LC901295~LC901296（NSMT-Mo 
79793，TT#407~#408）

寄生虫調査：下道灌濠横の石垣：NSMT-Mo 79793
の2個体，殻幅3.0~3.5 mm（2021年10月12日）

備考：本調査により，皇居から初めて記録され

た．次種のマルシタラと比べ螺塔が低く，殻が

無色に近い．アオキやヤツデの葉の裏に付着し

ていたほか，リター中からも見いだされた．

Parasitala reinhardti (Pilsbry, 1900) マルシタラ
（図1F, 4K, L）

証拠標本：大滝：2個体NSMT-Mo 79794，殻長

5.3~5.4 mm（2024年5月21日）；大道庭園：1個 
体NSMT-Mo 79795，4.1 mm（2021年10月12
日）；吹上大宮御所正門東側：2個体NSMT-Mo 
79796，1.1~1.3 mm（2021年10月14日 ）；1個 体

NSMT-Mo 79797，3.9 mm（2024年5月21日）

COI配列：LC901297（NSMT-Mo 79794，TT#760）；
LC901298（NSMT-Mo 79795，TT#385）；
LC901299~LC901300（NSMT-Mo 79796，
TT#401・#406）；LC901301（NSMT-Mo 79797，
TT#759）

寄生虫調査：大滝：6個体，殻長4.3±0.6 (3.5~4.9) mm
（2024年5月21日）；大宮御所～滝見門間：8個
体，2.8±0.2 (2.5~3.2) mm（2021年10月14日）； 
吹上大宮御所正門東側：3個体，3.6±0.4 (3.1~ 

3.9) mm（2024年5月21日）；生物学研究所北側：

2個体，2.7~3.4 mm（2021年10月14日）

備考：前種同様アオキやヤツデの葉の裏に付着し

ていたほか，大滝ではショウブの葉上に多産し

た．図4K, Lで示した2個体のCOI配列は2.1%
異なる．後者は螺層の膨らみがより強いが，本

研究では種内変異と判断した．

Family Helicarionidae ベッコウマイマイ科

Urazirochlamys doenitzii (Reinhardt, 1877) 
ウラジロベッコウ

（図4M）

証拠標本：大滝西側：1個体（軟体のみ）NSMT-Mo 
79798（2021年10月14日）；大滝北斜面：1個体

（死殻）NSMT-Mo 79799，殻幅7.7 mm（2023
年7月25日 ）； 大 滝 南 斜 面：1個 体NSMT-Mo 
79800，3.9 mm（2023年11月8日）；大道庭園：

2個体（1個体軟体のみ）NSMT-Mo 79801，3.5  
mm（2021年10月12日）；吹上大宮御所正門東
側：1個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79802（2021
年8月11日）；4個体（2個体軟体のみ，2個体死

殻）NSMT-Mo 79803，3.2~4.3 mm（2021年10
月14日）；果樹園付近：7個体（4個体軟体のみ）

NSMT-Mo 79804，2.9±0.2 (2.7~3.2) mm（2021
年8月10日 ）； 天 神 濠 東 側：1個 体NSMT-Mo 
79805，6.8 mm（2023年6月13日）；白鳥堀北東
側：4個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79806（2021
年8月11日）；吹上大池南側：1個体NSMT-Mo 
79807，3.7 mm（2023年11月8日）

COI配 列：LC901302（NSMT-Mo 79798，TT#428）；
LC901303（NSMT-Mo 79800，TT#659）；
LC901304~LC901305（NSMT-Mo 79801，
TT#423・#426）；LC901306（NSMT-Mo 79802，
TT#345）；LC901307（NSMT-Mo 79803，
TT#427）LC901308~LC901314（NSMT-Mo 
79804，TT#342~#344・#350・#352~#354）；
LC901315~LC901318（NSMT-Mo 79806，
TT#346~#349）；LC901319（NSMT-Mo 79807，
TT#656）

寄生虫調査：大滝南斜面：2個体，殻幅3.7~4.2 
mm（2023年11月8日）；大宮御所～滝見門間：

2個体，3.2~3.8 mm（2021年10月14日）；吹上大
宮御所正門東側：1個体，2.1 mm（2021年8月
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11日 ）；9個 体，4.4±0.4 (3.7~4.9) mm（2021年
10月14日）；3個体，3.6±0.5 (3.0~4.0) mm（2022
年4月21日）；1個体，3.6 mm（2024年4月23日）； 
1個体，5.5 mm（2024年5月21日）； 果 樹 園 付
近：5個 体，2.5±0.3 (2.0~3.0) mm（2021年8
月10日）；観瀑亭付近：2個体，3.8 mm（2022
年4月21日）；白鳥堀南東側：3個体，3.6±0.6 
(3.0~4.2) mm（2022年4月21日）；2個体，3.5~4.0 
mm（2024年9月11日）；白鳥堀北東側：6個体，

2.5±0.5 (1.7~3.3) mm（2021年8月11日）；2個体，

4.3~4.8 mm（2022年4月21日）

備考：リター中に最も多産した．大きい個体は殻

幅7.7 mmになるが（図4M），4 mm前後の個体

が多くみられた．

Family Gastrodontidae オオコハクガイ科

Zonitoides arboreus (Say, 1817) コハクガイ
（図4N）

証拠標本：大道庭園：3個体（1個体軟体のみ）

NSMT-Mo 79808，殻幅4.3~4.9 mm（2022年6月
21日）

COI配列：LC901320~LC901322（NSMT-Mo 79808，
TT#418~#420）

寄 生 虫 調 査：大 道 庭 園：5個体，殻幅3.6±0.2 
(3.5~4) mm（2021年10月12日）；1個体，4.1 mm

（2022年6月21日）；2個体，4.8~5.0 mm（2024年
5月21日）

備考：大道庭園において植木鉢の下などに多く見

られた．移入種で，第Ⅰ期・第Ⅱ期調査でも採

集されており（上島ほか，2000，2014），引き

続き定着しているものと考えられる．

Zonitoides cf. nitidus (Müller, 1774) 
オオコハクガイ？

（図4O）

証拠標本：吹上大宮御所正門東側：1個体（死殻）

NSMT-Mo 79809， 殻 長3.9 mm・ 殻 幅7.5 mm
（2021年8月10日）

備考：吹上御苑内で，新鮮な死殻1個体のみが得

られた．コハクガイと比べ大型で，螺塔が高

く，臍孔が広いことから，オオコハクガイと考

えられた．一方，これまで皇居から記録がない

こと，生貝が得られておらず軟体部の情報がな

いこと，Z. nitidusの殻形態には比較的大きな変

異がみられる（Evangelista et al., 2013）ことか

ら，cf.付きとした．第Ⅱ期調査以降に移入し，

定着せず絶滅したか，あるいは極めて限られた

地点に生息している可能性がある．

Family Succineidae オカモノアラガイ科

Succinea lyrata Gould, 1859 ヒメオカモノアラガイ
（図1G, 4P）

証拠標本：大道庭園：4個体（1個体死殻）NSMT- 
Mo 79810， 殻 長5.2±2.5 (3.0~9.4) mm（2021
年10月12日 ）；2個 体NSMT-Mo 79811，8.8~9.4 
mm（2022年6月21日）；5個体（2個体軟体の

み ）NSMT-Mo 79812，8.0±0.9 (7.4~9.3) mm
（2024年5月21日）；二の丸庭園（池）（の縁）：4
個体（2個体軟体のみ）NSMT-Mo 79813，8.9~ 
10.0 mm（2024年10月15日）

COI配列：LC901323~LC901325（NSMT-Mo 79810，
TT#429~#431）；LC901326~LC901327（NSMT-Mo 
79811，TT#505~#506）；LC901328（NSMT-Mo 
79812，TT#758）；LC901329~LC901330（NSMT-Mo 
79813，TT#768~#769）

寄生虫調査：大道庭園：2個体，殻長3~5 mm（2021
年10月12日）；13個体，8.5±1.6 (6.2~11.8) mm（2022 
年6月21日 ）；NSMT-Mo 79812を 含 む35個 体，

7.5±0.9 (5.9~9.5) mm（2024年5月21日）；二の丸
庭園（池）（の縁）：NSMT-Mo 79813を含む4個
体，7.8±1.3 (6.3~9.9) mm（2024年10月15日）

備考：本調査で皇居から初めて報告された．確認

地点はいずれも人為的影響の強い場所であり，

第Ⅱ期調査以降に移入したものと思われる．シ

ヘンチュウ科線虫類の寄生が確認されており

（倉持ほか，2026），寄生虫と共に移入した，あ

るいは皇居にもともといた寄生虫の好適な宿主

となった可能性が考えられる（TT#758は感染

個体のDNA）．初めて見つかったのは大道庭園

であるが，2024年10月の調査では，同地で生貝

はおろか死殻もほぼ得られなかった．本種は

Neosuccinea kofui Patterson,. 1971 コウフオカモ

ノアラガイと同所的に生息し，かつ殻形態での
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識別は極めて困難である（Ueshima, 1995）．一

方，両種の生殖器形態は全く異なり，特に膣

盲管の有無により明瞭に区別される（Ueshima, 
1995；河辺ほか，2023）．皇居産個体を解剖し

た結果，膣盲管をもたないことを確認できたた

め，ヒメオカモノアラガイと同定した．

Family Discidae パツラマイマイ科

Discus pauper (Gould, 1859) パツラマイマイ
（図1H, 4Q）

証拠標本：白鳥堀南東側：5個体NSMT-Mo 79814，
殻幅6.7±0.4 (6.3~7.2) mm（2022年6月22日）

COI配列：LC901331~LC901333（NSMT-Mo 79814，
TT#507~#509）

寄生虫調査：白鳥堀南東側：13個体，殻幅5.9±
0.6 (5.0~7.0) mm（2022年6月22日）

備考：夜間調査で，朽木置き場にキセルガイ類と

共にみられた．吹上御苑内には同様の場所が多

数あるが，本調査での出現地点は1箇所に限ら

れた．本種は第Ⅱ期調査で採集されておらず

（上島ほか，2014），その後に再度移入したか，

限られた場所で生残していた可能性がある．

Family Punctidae ナタネガイ科

Punctum atomus Pilsbry & Hirase, 1904 ミジンナタネ
（図4R）

証 拠 標 本：果 樹 園 付 近：2個体（1個体死殻）

NSMT-Mo 79815，殻幅1.2~1.4 mm（2022年4月
20日）

COI配列：LC901334（NSMT-Mo 79815，TT#503）
寄生虫調査：実施せず．

備考：リター中から得られたが，出現は局所的か

つ少数であった．

Paralaoma? sp. アカナタネ類？の一種
（図4S）

証拠標本：大道庭園：1個体（死殻）NSMT-Mo 
79816， 殻幅1.6 mm（2021年10月12日）；防空
壕付近：2個体（死殻）NSMT-Mo 79817，1.2~2.0  

mm（2022年6月21日）

備考：成長脈に沿った殻皮の突出が顕著で，図

4Sに示した個体は少し若いが，上島ほか（2000）
のPunctum sp. 2と同種と考えられる．上島ほ

か（2000）は，生息環境からこの種は在来で

ある可能性を指摘している．近年，広義の

Paralaoma servilis (Shuttleworth, 1852) アカナタ

ネを対象とした遺伝子解析と分類の見直しが行

われ，結果日本在来の2種が報告された（Nekola 
et al., 2025）．殻形態のみからの判断は困難であ

るが，Paralaomaには，本種のように殻皮の突

出が顕著な種が含まれる．本種の属の決定には

更なる検討が必要ながら，本報では暫定的に

Paralaomaを使用する．

Family Lymnaeidae モノアラガイ科

Orientogalba cf. ollula (Gould, 1859) ヒメモノアラガイ
（図5A）

証拠標本：生物学研究所水田：4個体NSMT-Mo 
79818， 殻 長4.3±0.5 (3.9~5.1) mm（2021年10
月12日）；二の丸庭園（池）：3個体NSMT-Mo 
79819，6.6±0.6 (5.9~7.4) mm（2023年4月19
日）；2個体（軟体のみ）NSMT-Mo 79820（2024
年10月15日）

COI配列：LC901335~LC901336（NSMT-Mo 79818，
TT#338・#414）；LC901337~LC901339（NSMT-Mo 
79819，TT#557~#559）；LC901340（NSMT-Mo 
79820，TT#770）

寄生虫調査：二の丸庭園（池）：7個体，殻長

6.5±1.0 (5.0~7.4) mm（2023年4月19日）；2個体

NSMT-Mo 79820，6.3~7.0 mm（2024年10月15
日）

備考：モノアラガイ科の中では個体数が多くな

かった．二の丸庭園では池に流れ込む滝の付近

で多く見られた．

Pseudosuccinea columella (Say, 1817) 
ハブタエモノアラガイ

（図5B）

証拠標本：大道庭園：3個体NSMT-Mo 79821，殻

長12.0±2.1 (9.4~14.5) mm（2021年10月12日）；
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1個体NSMT-Mo 79822，14.1 mm（2024年5月21
日）；2個体NSMT-Mo 79823，11.3~14.8 mm（2024
年9月10日）； 花 蔭 亭：3個体NSMT-Mo 79824， 
11.4±1.2 (10.2~13.1) mm（2021年8月10日）；6
個体NSMT-Mo 79825，9.7±1.7 (7.2~11.9) mm

（2021年10月14日）； 北 の 丸 公 園（ 池 ）：1個
体 NSMT-Mo 79826，8.4 mm（2024年4月22
日）；白鳥堀：3個体NSMT-Mo 79827，8.8±0.2 
(8.5~9.1) mm（2023年4月19日）

COI配列：LC901341（NSMT-Mo 79821，TT#424）；
LC901342（NSMT-Mo 79823，TT#765）；
LC901343~LC901345（NSMT-Mo 79824，
TT#325~#327）；LC901346~LC901348（NSMT-Mo 
79827，TT#552~#554）；NSMT-Mo 79826もDNA
は抽出したが（TT#750）増幅せず

寄生虫調査：大道庭園：16個体，殻長10.9±1.3 
(8.4~14.0) mm（2024年5月21日）；17個体，11.7±

2.3 (7.3~16.2) mm（2024年9月10日）；花蔭亭：5
個体，9.7±1.6 (7.2~11.0) mm（2021年8月10日）；

北の丸公園（池）：1個体，10.3 mm（2024年4月
22日）

備考：皇居の広範囲で，人工的な池や水瓶に生息

が確認された．大道庭園では，水瓶の中にサカ

マキガイと高密度で生息していた（後述）．

Radix plicatula (Benson, 1842) モノアラガイ
（図5C, D）

証拠標本：大道庭園：1個体NSMT-Mo 79828，殻

長14.6 mm（2024年7月9日）；生物学研究所水田：

8個体NSMT-Mo 79829，11.2±3.2 (4.9~14.8) mm
（2021年8月12日）；2個体NSMT-Mo 79830，13.8~ 

15.2 mm（2024年10月17日）；二の丸庭園（池）：

図5． 淡水生異鰓類および二枚貝類．A. Orientogalba cf. ollula ヒメモノアラガイ，NSMT-Mo 79819．B. 
Pseudosuccinea columella ハブタエモノアラガイ，NSMT-Mo 79823．C, D. Radix plicatula モノア

ラガイ，NSMT-Mo 79829, 79832．E. Physella acuta サカマキガイ，NSMT-Mo 79844．F. Ferrissia 
californica メリケンコザラ，NSMT-Mo 79848．G. “Gyraulus” soritai ミズコハク，NSMT-Mo 
79852．H. Corbicula leana マシジミ，NSMT-Mo 79855．I. Odhneripisidium parvum チビマメシジミ，

NSMT-Mo 79857．スケールバー：1 mm（F, G, I），5 mm（A–E, H）．
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1個 体NSMT-Mo 79831，13.3 mm（2023年4月
19日）；1個体NSMT-Mo 79832，11.0 mm（2023
年6月13日）；3個体（1個体軟体のみ）NSMT- 
Mo 79833，15.2~16.0 mm（2023年11月7日）

COI配列：LC901349~LC901354（NSMT-Mo 79829，
TT#335~#337・#339~#341）；LC901355（NSMT-Mo 
79831，TT#555）；LC901356（NSMT-Mo 
79832，TT#612）；LC901357（NSMT-Mo 79833，
TT#658）；NSMT-Mo 79828もDNAは抽出したが

（TT#767）増幅せず．

寄生虫調査：大道庭園：5個体，殻長14.3±1.6 
(12.1~16.0) mm（2024年7月9日）；生物学研究
所水田：39個体，殻長不明（2021年8月12日）；

23個体，13.2±1.2 (11.2~15.8) mm（2024年10
月17日）；二の丸庭園（池）：24個体，10.6±
1.9 (7.0~13.6) mm（2023年6月13日）；14個体，

13.7±3.1 (9.5~19.2) mm（2023年11月7日）

備考：殻口の形に差異がみられ（図5C, D），ま

たCOI配列にも最大3.8%の変異が確認された．

一方，これらはSaito et al.（2021）に従えばR. 
plicatulaの変異の範囲内である．本報ではすべ

てモノアラガイとして扱った．

Family Physidae サカマキガイ科

Physella acuta (Draparnaud, 1805) サカマキガイ
（図5E）

証拠標本：大道庭園：6個体NSMT-Mo 79834，殻

長5.1±0.7 (4.3~6.0) mm（2021年10月12日）；1個
体NSMT-Mo 79835，13.5 mm（2024年5月21日）； 
花蔭亭：3個体NSMT-Mo 79836，8.7±2.0 (6.1~11.0)  
mm（2021年8月10日）；北の丸公園（池）：2個
体NSMT-Mo 79837，7.0~7.4 mm（2024年4月 
22日）；北の丸公園（川）：2個体NSMT-Mo 79838， 
3.8~5.1 mm（2024年4月22日）；下道灌濠：1個
体NSMT-Mo 79839，10.8 mm（2022年7月4日，

株式会社ニュージェックによる調査で採集）；

生 物 学 研 究 所 水 田：3個体NSMT-Mo 79840，
6.5±2.4 (3.3~8.9) mm（2021年8月12日）；二 の
丸庭園（池）：1個体NSMT-Mo 79841，4.8 mm

（2023年4月19日）； 白 鳥 堀：1個 体NSMT-Mo 
79842，6.1 mm（2023年4月19日）；1個体（軟体

のみ）NSMT-Mo 79843（2024年9月10日）；吹 
上大池：3個体NSMT-Mo 79844，6.9±1.0 (5.5~ 

7.7) mm（2021年8月10日）

COI配列：LC901358（NSMT-Mo 79834，TT#425）；
LC901359~LC901361（NSMT-Mo 79836，
TT#321~#323）；LC901362（NSMT-Mo 79837，
TT#753）；LC901363（NSMT-Mo 79838，
TT#752）；LC901364~LC901366（NSMT-Mo 
79840，TT#312~#314）；LC901367（NSMT-Mo 
79841，TT#556）；LC901368（NSMT-Mo 
79842，TT#551）；LC901369（NSMT-Mo 
79843，TT#785）；LC901370~LC901372
（NSMT-Mo 79844，TT#304~#306）

寄生虫調査：大道庭園：10個体，殻長12.7±1.3 
(11.0~15.8) mm（2024年5月21日）；1個体，10.5 mm
（2024年9月10日 ）； 花 蔭 亭：9個 体，6.8±1.9 
(5.0~10.0) mm（2021年8月10日）；30個体，7.8±
2.1 (2.8~11.7) mm（2021年10月14日）；北の丸公
園（ 池 ）：8個体，7.0±1.1 (5.3~9.0) mm（2024
年4月22日）；北の丸公園（川）：21個体，7.4±
1.2 (5.4~9.9) mm（2024年4月22日）；生物学研
究 所 水 田：11個体，殻長不明（2021年8月12
日）；白鳥堀：1個体NSMT-Mo 79843，9.2 mm
（2024年9月10日）；吹上大池：3個体，7.5±0.7 
(6.7~8.1) mm（2021年8月10日）； 天 神 濠：4個
体，6.1±1.5 (3.9~8.1) mm（2024年5月23日）

備考：皇居内のあらゆる水場で生息が確認され

た．上述の通り，大道庭園では水瓶の中にハブ

タエモノアラガイとともに見られた．その水瓶

から得た10個体のうち4個体（寄生率40%）に，

吸虫の一種Glypthelmins quieta (Stafford, 1900)の
スポロシストが寄生していた．一方，同日に同

じ水瓶から採集したハブタエモノアラガイ16
個体には寄生が見られなかった．Glypthelmins 
quietaが高い宿主特異性をもつことが伺える．

Family Planorbidae ヒラマキガイ科

Ferrissia californica (Rowell, 1863) メリケンコザラ
（図1I, 5F）

証 拠 標 本：大 滝：1個体NSMT-Mo 79845，長径

3.1 mm（2022年4月19日 ）； 花 蔭 亭：2個 体

NSMT-Mo 79846，3.4~3.5 mm（2021年10月13
日）；上道灌濠：1個体NSMT-Mo 79847，4.0 mm
（2022年12月8日，株式会社ニュージェックに

よる調査で採集）；二の丸庭園（池）：4個体
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NSMT-Mo 79848，2.6±0.4 (2.0~3.1) mm（2023
年4月19日）；白 鳥 堀：2個体NSMT-Mo 79849，
1.7~2.6 mm（2022年12月8日，株式会社ニュー

ジェックによる調査で採集）；天神濠：2個体

NSMT-Mo 79850，2.2~2.9 mm（2023年4月19日）

COI配列：LC901373（NSMT-Mo 79845，TT#487）；
LC901374~LC901375（NSMT-Mo 79846，
TT#409~#410）；LC901376（NSMT-Mo 79847，
TT#523）；LC901377~LC901378（NSMT-Mo 
79848，TT#560~#561）；LC901379~LC901380

（ N S M T- M o  7 9 8 4 9 ，T T # 5 2 4 ~ # 5 2 5 ）；

LC901381~LC901382（NSMT-Mo 79850，
TT#562~#563）

寄生虫調査：大滝：1個体NSMT-Mo 79845，長径

3.1 mm（2022年4月19日）；二の丸庭園（池）：
2個 体NSMT-Mo 79848，2.9~3.1 mm（2023年4
月19日）

備考：皇居の様々な淡水環境にみられ，底に堆積

した葉や転石に付着していた．第Ⅰ期調査で確

認されたLaevapex nipponica (Kuroda, 1947) カワ

コザラ（上島ほか，2000）と同種と考えられ

る．本種は長らく在来種と考えられていたが，

遺伝子解析により北米原産の種が日本全土に定

着していることが明らかとなった（Saito et al., 
2018a）．

“Gyraulus” soritai Habe, 1976 ミズコハク
（図5G）

証拠標本：大滝：1個体NSMT-Mo 79851，殻幅1.8 
mm（2022年3月18日）；下道灌濠：5個体（2個
体軟体のみ）NSMT-Mo 79852，2.3±0.3 (1.9~2.6) 
mm（2023年4月19日）

COI配列：LC901383（NSMT-Mo 79851，TT#477）；
LC901384~LC901386（NSMT-Mo 79852，
TT#548~#550）

寄生虫調査：下道灌濠：2個体NSMT-Mo 79852，
殻幅1.7~2.0 mm（2023年4月19日）

備考：本調査で皇居から初めて記録された．大滝

では転石の側面に，下道灌濠ではショウブの葉

の根元に付着していた．Gyraulusに分類されて

いるが，この属は多系統群となり，かつ本種は

タイプ種G. albus (Müller, 1774)とは異なる系統

に属する（Saito et al. 2018b）．

Class Bivalvia 二枚貝綱
Subclass Autobranchia 固有弁鰓亜綱

Family Cyrenidae シジミ科

Corbicula leana Prime, 1864 マシジミ
（図5H）

証拠標本：観瀑亭流れ：1個体（死殻）NSMT-Mo 
79853， 殻 長28.9 mm（2022年3月18日 ）；5個
体（1個体軟体のみ，1個体死殻）NSMT-Mo 
79854，13.9±0.9 (13.3~15.4) mm（2022年4月19
日）；山吹流れ：3個体（1個体稚貝）NSMT-Mo 
79855，10.5±5.3 (3.0~14.3) mm（2023年7月25
日）

COI配列：LC901387~LC901389（NSMT-Mo 79854，
TT#484~#486）；LC901390~LC901392（NSMT-Mo 
79855，TT#619~#621）

寄生虫調査：観瀑亭流れ：NSMT-Mo 79854を含

む6個体，殻長12.7±1.1 (11.1~14.0) mm（2022
年4月19日）；山吹流れ：NSMT-Mo 79855の1個
体（稚貝），3.0 mm（2023年7月25日）

備考：死殻は大型のものが得られたが，生貝

はいずれも小型であった．殻形態に基づく

Corbicula fluminea (Müller, 1774) タイワンシジ

ミとの区別は極めて困難であり，この種が生息

する可能性もある．Bespalaya et al.（2026）は，

COI配列のハプロタイプネットワークに基づき

Corbiculaの各種を定義した．少々強引な定義

にも思えるが，同論文に従えば，本研究で解析

した個体はマシジミに含まれる．

Family Sphaeriidae ドブシジミ科

Odhneripisidium parvum (Mori, 1938) 
チビマメシジミ

（図5I）

証拠標本：大滝：1個体（死殻）NSMT-Mo 79856，
殻長1.7 mm（2023年6月13日）；山吹流れ：17個
体NSMT-Mo 79857，2.2±0.3 (1.6~2.8) mm（2023
年7月25日）

COI配列：LC901393~LC901395（NSMT-Mo 79857，
TT#626~#628）

寄生虫調査：山吹流れ：NSMT-Mo 79857の一部
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10個体，殻長2.1±0.3 (1.6~2.5) mm（2023年7月
25日）

備考：筆者らの調査では，生貝は山吹流れからの

み得られたが，株式会社ニュージェックによる

調査では観瀑亭流れにも生息していた（鶴田卓

士，私信）．本種から寄生虫は得られなかった

が，解剖時に生貝が稚貝を保育しているのが

確認された．近年，国内外で遺伝子情報に基

づく同科二枚貝類の多様性・分類の網羅的検

討がなされた（Saito et al., 2022; Bespalaya et al., 
2024）．本科貝類は殻形態による同定が難しく

（Saito et al., 2022），本研究の同定は遺伝子情報

の比較に基づく．属はBespalaya et al.（2024）
に従った．チビマメシジミは生殖巣が特徴的で

あることから（Onoyama et al., 2001），今後検

討が待たれる．
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